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表―１　全設研　会員校の資格取得の状況

年　度 H25年度 H26年度 H27年度 3年間合計
資格名 受験者数 合格者数 受験者数 合格者数 受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

２級管工事施工管理 164 56 178 55 154 67 496 178
２級土木施工管理 ５ ３ ０ ０ ２ １ ７ ４
消防設備士（甲種１類） 23 ３ ６ ３ ０ ０ 29 ６
消防設備士（甲種４, ５類） ２ ２ 15 ７ ３ １ 20 10
消防設備士（乙種１,４,６,７類） 28 ７ 15 ７ 11 ７ 54 21
冷凍機械（第２種） 10 ２ ７ ０ ３ １ 20 ３
冷凍機械（第３種） 100 14 40 6 53 12 193 32
電気工事士（第１種） ０ ０ 11 ８ 29 ６ 40 14
電気工事士（第２種） 151 75 147 70 243 133 541 278
ボイラー技士（１級） ０ ０ 14 ９ 11 ９ 25 18
ボイラー技士（２級） 149 86 127 57 136 64 412 207
配管技能検定（２級） 35 21 27 ９ 28 14 90 44
配管技能検定（３級） 146 121 147 109 157 130 450 360
冷凍空調技能検定（２級） ３ ０ ２ ０ ７ ０ 12 ０
冷凍空調技能検定（３級） 30 26 26 18 24 20 80 64
危険物取扱者（乙４類） 440 122 424 81 493 96 1357 299
危険物取扱者（乙４類以外） 142 96 45 39 201 47 388 182
ガス溶接技能講習 275 275 222 213 245 244 742 732
ボイラー取扱技能教習 ０ ０ 25 25 18 18 43 43
アーク溶接特別教育 51 51 31 31 ６ ６ 88 88
小型車両特別教育 21 21 71 71 61 61 153 153

１．はじめに

　全国設備工業教育研究会（全設研）は、
全国の設備工業科等を有する公立工業高
校で構成される団体で、各校の卒業生の
主な受け皿は設備業界となっている。
　全設研の発足時は、蔵前工高（東京）、
尾道工高（広島）、東住吉工高（大阪）、
東山工高（愛知）の４校でスタートし、

ピーク時（平成14～16年）には会員校
が41校となったが、少子化や学校・学
科の統廃合によって会員校の減少が進ん
だ。昨年度は24校になったが、今年度
は維持された。24校の会員校の高校生
は、建設業とりわけ設備業界で働き、役
立つ人になることを意識し勉強してい
る。

平成27年度　全設研会員校における
資格取得と進路状況について

全設研作成

全国設備工業教育研究会
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２．会員校の資格取得状況

　このほど全設研では、卒業までにどの
ような資格を取得しているか会員24校
に調査した結果をとりまとめた（56頁・
表−１参照）。会員24校の生徒が、過去
３年にどのような資格を取得したかを調
べたもので、27年度に実施された試験
で、まだ合格発表されていないものを除
いている。
　取得資格で最も多いのが、ガス溶接
技能講習732人、配管技能検定（３級）
360人、危険物取扱者（乙４類）299人、
電気工事士（第２種）278人、ボイラー
技士（２級）207人、危険物取扱者（乙４
類以外）182人、２級管工事施工管理技
士178人と続く。
　大阪府立布施工科高等学校の小倉一浩
指導教諭（全設研事務局長）によると、
全管連から各校に練習材料を２回分提供
頂き、また、建築配管施工基本実技シー
トを作成配布頂いたことで、技能検定の

合格率が向上したという。更に実技シー
トに関しては、作成の要注意ポイントが
明確で手順に無駄がないので、生徒作品
の『質』が向上したという。

３．会員校在校生へ管材料を提供
し、技能資格取得を応援

　建設業界は、若手入職者が減少し、技
術者、技能者の高齢化が進んでおり、業
界の将来の担い手となる若年技術者、技
能者の確保が急務となっている。
　この状況を踏まえ、全管連では、優秀
な若手技術者、技能者の確保の観点か
ら、都道府県職業能力開発協会が実施す
る平成27年度技能検定「配管（建築配
管作業）」を受検する生徒に対し、同年度
より２回分の練習用管材料を提供した。
　平成27年度の総受検者数及び総合格
者数は以下のとおりである。
２級：28名受検　　 14名合格
３級：157名受検　130名合格

技能検定受検のために練習に励む生徒たち（写真上左から時計まわりに）男鹿工高、大阪布施工高、
広島工高、熊本小川工高
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１， 期　　日 平成２８年７月２７日（水）～７月２９日（金）

２， 主 管 校 宮城県白石工業高等学校

３， 事 務 局 宮城県白石工業高等学校

〒９８９－０２０３　宮城県白石市郡山字鹿野４３

　　ＴＥＬ　０２２４－２５－３２４０　　ＦＡＸ　０２２４－２５－１４７６

４， 会　　場 仙台ガーデンパレス

５， 日　　程　(予定)

次　第 時　間 参加対象 会　場

会計監査 １２：００～１２：３０ 会計監査・事務局

受　付 １２：００～１３：００

地区別研究会議 １３：００～１４：５０

開会式 １５：００～１５：５０

講　話 １６：００～１６：５０

記念写真 １６：５０～１７：００

教育懇談会 １８：００～２０：００

朝　食 　７：００～　８：２０ 宿泊者

受　付 　８：３０～　９：００

総　会 　９：００～１０：００

生徒研究発表 １０：１０～１０：３０

講演会 １０：４０～１２：００

昼　食 １２：００～１３：００

教員研究発表 １３：００～１４：３０

研究討議 １４：３０～１５：００

閉会式 １５：００～１５：３０

協賛会員によるプレゼン １６：００～１７：３０

夕　食 １８：３０～ 宿泊者

朝　食 　７：３０～　７：４０ 宿泊者

受付･チェックアウト 　７：４０～　８：００

教育視察 　８：００～１７：００

解　散 仙台空港・仙台駅

第２日目

７月２８日
(木)

第３日目

７月２９日
(金)

来賓・会員

来賓・会員

宮城県
県南浄化センター

ほか

仙台
ガーデンパレス

平成２８年度 全国設備工業教育研究会 宮城大会要項(予定)

役員・会員

仙台
ガーデンパレス

来賓・会員
文部科学省 初等中等教育局 児童生徒課

第１日目

７月２７日
(水)

産業教育振興室　教科調査官　持田雄一 様

月　日
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